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ノート
ITU−RにおいてIMT−2000高度化システムとIMT−Advancedシステムの所要周波数帯域幅の算出が行われ合意された．これにより，今後ITU−Rは，算出された所要周波数帯域幅に基づき，2007年に開催される世界無線通信会議（WRC−07）において，次世代移動通信システムへの周波数分配について議論することとなる．本稿では，ITU−Rでの技術的検討結果として算出された所要周波数帯域幅についてその議論の背景を含めて報告する．
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